エルモ
疑問・質問

1. イベントやブログを開くだけでは、意欲の足りない教師に効果はないのでは？

2. ある程度の知識が運営者側（学生？）にないと、先生からの相談を受けることは無理なのではないか？

3. 日本語学校では、生徒がある程度日本語が分かるようになったら普通学級に戻すことはするのか？

4. 対象は東京都の先生？

5. イベントはどのくらいの頻度で行うのか？

6. 先生方は、普段とても忙しい。よって講演会・イベント会場に来ている時間はないのでは？多磨駅にある外大まで来ている時間はないはず。

7. 相談室の主体は誰？相談室が提供できる情報・知識・相談内容の範囲をもっとしっかりと提示して、先生方に知らせておくべき。
8. 先生への交通費は？またフィールドワークやワークショップなどの費用は？もっと費用の詳細を明らかにするべき。
9. イベントや講習会の開催の宣伝はどうするのか？

感想・提案

1. 「先生へのバックアップサービス」、また「出張サービス」はとても良い案。
2. 保護者の意見や援助を募ってみたらどうであろうか。

3. 実際に日本語学校へ足を運んで、見聞きしたことを実態の説明をしているところことで、非常に説得力があった。ただ、先生の協力が不可欠であるところが不便だと思った。

4. ニーズ面の説明が多すぎたため、プロセスと資源の説明が欲しかった。

5. 先生へのパンフレットはとても有益だと思う。

6. 中学校内に新たな組織を作るという形でいけないだろうか。

